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この案内は、新型コロナウイルス感染症の全容がはっきりしておらず、避難所における感

染症対策としての前例がない中で作成したものであり、人命を守ることを最優先としつつ、避

難所での感染リスクをいかにして軽減するかを主眼に置き、他都市との情報共有や専門家

の意見を参考に作成したものです。 

避難所運営に携わっていただく自主防災組織をはじめとする地域の皆様におかれまして

は、震災時に限り運営協力をお願いする原則に変わりはございませんが、令和元年度東日

本台風のような大規模な風水害時には、お声掛けをする可能性もあり、震災時など職員が

参集に遅れる可能性もあることから、ご紹介するものです。 

また、この内容通りに避難所運営を実施したとしても、感染症リスクは「０（ゼロ）」とはなり

ませんし、「発熱状態＝感染」という単純な判断では済まない部分もありますので、運用に際

しては細心の注意が必要となることを御承知おきください。
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感染症対策としての避難（場）所開設については、「密閉・密集・密接」の３密を避けることが

最大の課題となっていることから、市民の皆さまには「平常時から自宅のハザードを確認するこ

と」に加え「知人宅や親類宅などへの避難」など新たな検討をお願いしています。 

 コロナ禍であっても、震災や迫りくる台風などによる風水害から、生命を守るための行動とし

て、ご自宅での生活が困難になった方などが、躊躇なく避難できる環境づくりは必要であり、

様々な災害の状況に応じての役割は果たさなければなりません。 

 避難（場）所への避難や、避難所での生活をせざるを得ない方々を前提としたコロナ禍におけ

る「避難所の開設・運営について」手順をまとめましたので、避難所運営会議や自主防災組織の

皆様には、いざという時の備えとして、ご一読いただきますよう、お願いいたします。 

災害には、予期できるものと、予期できないものがあります。どちらにも、必要なことは「事

前に準備をしておくこと」です。 

日頃から準備をしておくことで、いざという時に安心して対応ができます。 

準備とは、備蓄物資を備えておくことだけではなく、ご自宅にはどのようなハザードがある

か、水害であれば浸水想定区域にあるのか、浸水想定は何ｍなのか、垂直避難をすればよいの

か、そのために必要なものは何か等、あらかじめ考えて非常時の備えをしておくことで、慌てる

ことなく行動できることと考えます。 

例えば、「避難」＝「非常食」が必要と考えている方も多くいると思いますが、台風などにより

緊急避難場所に避難するときは、「おにぎり」や「サンドイッチ」などを作り、持参いただく時間

的な余裕がありますので、自分なりの備えも有効となります。（カップラーメンやみそ汁などはお

湯が必要になるため、提供できないことも考えられます） 

◎平常時から備蓄をお願いします。（携帯トイレ・食料・飲料水・液体ミルク等） 

◎自宅に留まることで、安全が確保できる時は、在宅避難をお願いします。 

◎避難（場）所以外にも、避難先の検討をお願いします。（知人・親類宅等） 

◎避難（場）所に避難するときは、マスクを着用してきてください。 

可能な限り、各自で体温計を持参していただくようお願いします。 

◎避難（場）所では、職員の指示及びルールを守っていただき、円滑な避難所運営に御理解・

御協力をお願いします。 

１．はじめに 

２．市民の方々へのお願い 
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事前の対策を講じるとともに、避難者に注意喚起します。 

（１）３つの密を避ける 

 ・《密閉を避けましょう》 

⇒３０分に１回、数分程度、窓を開け換気をします。（複数の窓がある場合、二方向の壁の窓を

開放する） 

 ・《密集を避けましょう》 

 ⇒自宅のハザードを確認し、垂直避難や親戚・友人の家等への避難を検討していただくこと

を、日頃から事前周知（話題にする）します。 

 ・《密接を避けましょう》 

⇒避難スペース（多くの人が集まる場所）では、大声などでの会話を慎んでいただくなどの配

慮をお願いします。

（２）人と人との距離を保つ

 ・避難された方（世帯は１区画にまとまる）の距離は、できるだけ２ｍ空けることを原則とし

て、２ｍが確保できない場合でも、飛沫感染の防止を心掛けます。 

（３）マスクの着用が原則 

 ・避難者に対しマスクの着用の徹底を周知します。マスクを持参しなかった方及び避難が長期

化した場合については、備蓄物資から提供します。 

（４）手洗いなどの手指衛生の徹底

 ・手洗い、アルコール消毒による手指消毒の徹底は、本人だけでなく周辺の避難者への安心に

繋がります。 

２.事前準備 

（１）事前準備

避難（場）所を運営する場合、感染リスクを軽減することが重要になります。そのためには

事前準備が大切となりますので下記のとおり対策を行います。 

マスク着用、手指消毒液の配置など基本的な対策のほか、施設管理者と事前に協議したうえ

で、避難所では「健常者」「要配慮者スペース」、「発熱・体調不良者」、「健康（経過）観察者用」

の４つのゾーンを設けて、避難所運営を行います。 

なお、予期できる災害（台風等）の際、原則、自宅療養されている方は、避難所への避難で

はなく、適切な施設への避難ができるよう対策しています。 

ア 健常者や要配慮者と、発熱・体調不良者、健康（経過）観察者との接触を避けるため、でき

るだけ動線やトイレなどを分けます。 

イ 手指用消毒液を、受付やトイレ、各スペース出入口等に配置します。 

ウ 避難者対応する職員の感染対策として、マスクやニトリル手袋のほか、必要に応じてサージ

カルガウンの代替品（ポンチョ）等を使用します。 

４．避難所運営に関する開設・運営

３．避難所における基本的な感染対策 
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（参考）感染リスク軽減のために使用する備蓄物資 

新型コロナウイルス感染症対策として、各避難所備蓄している（今後購入予定も有）物品一覧 

品 名 数量 仕 様 等 

非接触型体温計 １本 １秒検温（予定） 

マスク ９００枚 （予定） 

手指用消毒液 １２本 （予定） 

施設用消毒液 ５本  

ニトリル手袋 ５０組  

フェイスシールド １０枚  

ポンチョ（ガウン代替品） ２０着 薄手のビニール製 

ペーパータオル ２００枚入 トイレに配置（予定） 

テント    ※ ５基 ポップアップ式テント（予定） 

簡易ベッド  ※ ５台 折り畳み式 （予定） 

※は、発熱・体調不良者、健康（経過）観察者に使用を予定しています。 

（２）避難（場）所開設

ア 避難された方への初動対応 

  ・昇降口等で、密にならないよう間隔に注意します。 

  ・マスクの着用、手指の消毒を徹底してもらいます。 

  ・避難された方に掲示物を確認してもらい、大声での会話は控えるようお願いします。 

イ 受付 

  ・受付担当職員は、マスクとニトリル手袋を着用し対応します。 

  ・非接触型体温計で、体温を計測します。 

  ・避難時の健康チェックリストにあるゾーンを確認してもらい指さし（※）してもらいます。 

  ・指さしによる申告を受け、該当ゾーンに移動してもらいます（案内）。 

※指さしとは、体調等を４つの分類から選択してもらう際、対話による飛沫感染を防ぐため行うもの 
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（３）避難者への対応

ア 健常者及び要配慮者への対応 

  ・換気や人と人との距離に注意します。 

  ・感染リスク軽減のため、大声での会話はご遠慮いただくよう協力をお願いします。 

  ・避難者が、避難後に体調が悪くなった場合、職員は体温を計測するなど、状況に応じて体調

不良者のスペースに移動してもらいます。 

イ 発熱・体調不良者及び健康（経過）観察者 

  ・職員は、マスク・ニトリル手袋のほか、フェイスシールドやポンチョを着用します。 

  ・発熱・体調不良者及び健康（経過）観察者ゾーンへ避難された方に対しては、入室後にそれ

ぞれの避難者シート（健康チェックリスト）に記入してもらいます。（おおよそ８時間後に再

度、記入してもらいます） 

  ・健康（経過）観察者は、スペースを複数人で使用する場合、テント等を使用し、分離するこ

とを原則とします。 

  ・発熱・体調不良者及び健康（経過）観察者ともに、症状の悪化や訴えがあった場合は救急車

を要請します。なお、健康（経過）観察者の場合は、その後区本部と調整し、受入病院等につ

いて、調整を行います。 

ウ 個人情報について 

   健康チェックリストをはじめとする全ての個人情報の取扱は、漏えい等に十分注意します。 

（４）避難所運営を行う上での注意すべき点

ア 避難者向け 

 ① マスクの着用、手洗い及び手指消毒の徹底を周知する。 

   「手洗い」や「マスクの着用を含む咳エチケット」は新型コロナウイルスを含む感染症

対策の基本となりますので、周知徹底を図ります。 

 ② 十分な換気への協力 

   感染リスクを軽減するためには、定期的な換気を行うことが重要で、必要に応じて換気

を行うことを、避難者にも理解・協力をお願いします。 

 ③ 避難（場）所ルールの厳守 

   避難（場）所は多くの人が集まる場所です。本市の定めたルールを基本として、避難所 

の特性も加味したものを厳守するようお願いします。 

 ④  避難（場）所について 

   避難（場）所は一部を除き、子どもたちの「学びの場所」である「学校」です。施設を 

使用する間は、必要なもの以外は触れないよう、周知徹底をお願いします。また、清潔に 

使用するよう協力をお願いいたします。 

 ⑤  ごみについて 

避難所で発生したゴミ（使用したティッシュペーパーや食べ物の袋等含む）について 

は、原則、避難者の方にお持ち帰りいただきますので、周知徹底をお願いいたします。

イ 職員（運営者）向け 

① マスクの着用、手洗い及び手指消毒の徹底 

運営側も、基本的な感染対策として、手洗い及び手指消毒を徹底します 
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② 避難（場）所の十分な換気の実施 

     ３０分に１回、数分程度、窓を開け換気します。（複数の窓がある場合、二方向の壁の窓 

を開放します。） 

   ③  適宜、清掃を実施 

      ドアノブや手すり等、多くの人が触る箇所については、施設用消毒液を用いて、適宜、

拭き掃除を実施します。 

     また、トイレや水道の蛇口なども同様に消毒・清掃します。 

（６）施設閉鎖時の消毒

    避難所を閉鎖する際は、国立感染症研究所から２０２０年３月５日に出された「新型コ

ロナウイルス感染症に対する感染管理」を基に消毒を実施します。 

 本案内は、国や県からの通知、感染症に関する専門分野等の資料を参考として、本市職員向け

の新型コロナウイルス感染症対策マニュアルを基に作成したものです。 

 また、感染症に関する対策や知見（情報）も策定時から変化することがありますので、最新の

情報を参考とするなど、柔軟な運用をお願いします。 

・高齢者施設、不特定多数が利用する施設内、自宅等において、患者が発生した際、大掛かりな消毒は不要
であるが、 時間の滞在が認められた場所においては、換気をし、患者周囲の高頻度接触部位などはアルコ
ールあるいは 0.05％の次亜塩素酸ナトリウムによる清拭で高頻度接触面や物品等の消毒の励行が望ましい。
また、新型コロナウイルス感染症の疑いのある患者や新型コロナウイルス感染症の患者、濃厚接触者が使用
したトイレは、次亜塩素酸ナトリウム（1.000ppm）、またはアルコール（70％）による清拭を毎日実施する
ことを推奨する。 

５．その他
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